
中
山
省
三
郎
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

小

林

実

は
じ
め
に

日
本
で
の
ロ
シ
ア
文
学
受
容
の
深
度
を
は
か
る
指
標
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の

国
民
的
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
の
受
容
過
程
を
追
っ
て
み
る
と
、
プ
ー
シ
キ
ン
没

後
百
年
を
紀
念
し
て
改
造
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
日
本
初
の
『
プ
ウ
シ
キ
ン

全
集
』（
昭
和
十
一
〜
十
二
年
、
一
九
三
六
〜
三
七
）
が
、
ひ
と
つ
の
頂
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ（

１
）る。
こ
の
全
集
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
中
心
と
な
っ
て

い
た
の
が
、
中
山
省
三
郎
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
中
山
省
三
郎
そ
の
人
の
事
績
に
つ
い
て

は
、
彼
の
死
の
直
後
に
詩
誌
『
至
上
律
』
第
三
輯
（
一
九
四
八
年
二
月
）
の

追
悼
枠
に
掲
載
さ
れ
た
、
親
友
・
火
野
葦
平
に
よ
る
文
章
「
詩
人
中
山
省
三

郎
」
が
最
も
早
く
、
つ
づ
い
て
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
二
巻
（
講
談

社
、
一
九
七
七
年
十
一
月
）
に
お
い
て
、
野
田
宇
太
郎
が
執
筆
し
た
も
の
が
、

よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
中
山
の
故
郷
で
あ
る
茨
城
県
で
は
、
土
浦
市

立
図
書
館
が
「
郷
土
詩
人
の
近
代
文
学
作
品
・
資
料
展
」
を
開
催
し
、『
横

瀬
夜
雨
・
野
口
雨
情
・
山
村
暮
鳥
・
中
山
省
三
郎

四
氏
の
略
歴
と
著
述
・

評
伝
目
録
』（
一
九
六
一
年
十
一
月
）
と
い
う
小
冊
子
を
出
し
て
い
る
。
ま

た
『
常
総
文
学
』
第
三
号
（
一
九
七
一
年
四
月
）
が
、
関
係
者
の
文
章
を
集

め
、
横
瀬
隆
雄
編
に
成
る
略
年
譜
を
付
し
て
、
現
在
最
も
信
用
に
足
る
資
料

を
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
常
陽
芸
文
』
第
一
九
一
号
（
一
九
九
九
年
十

一
月
）
で
も
、
特
集
が
組
ま
れ
た
。

た
だ
事
典
の
記
載
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
紹
介
や
研
究
は
、
詩
人
も
し

く
は
、
長
塚
節
研
究
者
と
し
て
の
中
山
の
姿
ば
か
り
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、

肝
心
の
ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
は
あ
ま
り
検
討

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

以
下
に
見
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て
の
中
山
に
と
っ
て
は
、
プ

ー
シ
キ
ン
以
上
に
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
重
要
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
も
詩
人

や
長
塚
節
研
究
者
の
姿
と
も
大
い
に
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
紙
数
の

関
係
上
、
そ
の
両
側
面
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
と
り

あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
彼
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
論
じ
て

い
き
た
い
と
思
う
。
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１

出
世
の
階
梯

改
造
社
版
『
プ
ウ
シ
キ
ン
全
集
』
で
の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
の
は
、
神
西
清

（
明
治
三
十
六
年
生
ま
れ
）、
上
田
進
（
明
治
四
十
年
生
ま
れ
）、
と
い
う
中

山
と
同
世
代
の
メ
ン
バ
ー
と
、
米
川
正
夫
（
明
治
二
十
四
年
生
ま
れ
）、
外

村
史
郎
（
明
治
二
十
三
年
生
ま
れ
）、
平
井
肇
（
明
治
二
十
九
年
生
ま
れ
）

と
い
っ
た
先
達
で
あ
っ
た
。
外
村
（
本
名
・
馬
場
哲
哉
）
は
中
山
の
早
稲
田

大
学
で
の
恩
師
で
あ
り
、米
川
は
同
じ
く
恩
師
ワ
ル
ワ
ー
ラ
・
ブ
ブ
ノ
ワ
（
早

大
講
師
）
の
知
人
、
神
西
は
後
述
す
る
よ
う
に
雑
誌
『
セ
ル
パ
ン
』
お
よ
び

『
リ
ベ
ル
テ
』
で
一
緒
に
な
っ
た
顔
ぶ
れ
で
あ
り
、
上
田
は
早
稲
田
大
学
で

の
後
輩
に
あ
た
り
、
平
井
は
早
稲
田
露
文
科
一
期
生
で
三
年
次
に
中
退
し
て

い
る
た
め
中
山
の
在
学
時
に
は
か
ぶ
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
外
村
あ
た
り
か

ら
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
翻
訳
者
は
中
山
を
軸
と
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

改
造
社
版
『
プ
ウ
シ
キ
ン
全
集
』
は
、
日
本
の
ロ
シ
ア
文
学
受
容
史
の
重

要
な
一
齣
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
中
山
省
三
郎
が
ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て

頭
角
を
現
し
て
い
た
様
子
を
映
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

神
西
清
に
よ
れ
ば
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
強
い
影
響

を
う
け
た
日
本
近
代
文
学
も
、
遅
れ
て
移
植
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
影
響

が
あ
っ
て
初
め
て
、近
代
文
学
と
し
て
の
体
裁
を
と
と
の
え
た
の
だ
と
い（

２
）う。

か
く
い
う
神
西
自
身
、メ
リ
メ
や
シ
ャ
ル
ド
ン
ヌ
を
補
助
線
と
す
る
こ
と
で
、

プ
ー
シ
キ
ン
の
創
作
活
動
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
の
文
脈
で
と
ら
え
る
こ

と
に
、
お
そ
ら
く
日
本
で
初
め
て
成
功
し（

３
）た。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
日
本
人

が
模
倣
し
た
ロ
シ
ア
の
近
代
文
学
作
品
は
、
そ
の
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
と

の
相
互
的
な
交
流
の
産
物
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
教
養
な
く
し
て
は
、

正
当
な
姿
を
見
極
め
が
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
両

方
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
、
彼
の
登
場
ま
で
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

東
京
外
国
語
学
校
露
語
部
在
学
中
、
神
西
は
同
級
の
蔵
原
惟
人
と
な
ら
ん

で
二
秀
才
と
称
せ
ら
れ
て
い（

４
）た。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
後
蔵
原
は
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
運
動
に
邁
進
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
神
西
が
左
翼
運
動
に
染
ま

ら
な
か
っ
た
の
は
、
す
で
に
外
国
語
学
校
入
学
以
前
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
得

し
、〈
ロ
シ
ア
〉
を
相
対
化
す
る
視
点
を
獲
得
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

神
西
は
卒
業
後
、『
山
繭
』『
詩
と
詩
論
』
な
ど
の
文
芸
誌
を
通
じ
て
創
作

を
発
表
す
る
傍
ら
、
プ
ル
ー
ス
ト
や
ジ
イ
ド
の
紹
介
者
と
し
て
も
活
動
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
に
、
当
初
彼
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
、
ロ
シ
ア
文
学
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
畑
に
軸
足
を
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
の
雑
誌
の
目
次
な
ど
、
そ
れ
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
よ
う
。

プ
ル
ウ
ス
ト
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
神
西
清

ゲ
エ
テ
と
ヴ
ァ
レ
リ
イ
と
の
出
会
―
―
―
―
―
―
―
―
―
片
山
敏
彦

ヴ
ァ
ル
リ
イ
・
ラ
ル
ボ
オ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
青
柳
瑞
穂

ナ
ル
シ
ス
再
誕
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
辻
野
久
憲

ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
の
主
題
と
風
景
―
―
―
中
山
省
三
郎

パ
ピ
イ
ニ
に
於
け
る
懐
疑
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
三
浦
逸
雄

ス
ト
ロ
ス
キ
イ
氏
現
代
を
語
る
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
高
橋
広
江

文
学
的
散
歩
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
堀
辰
雄
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こ
れ
は
『
リ
ベ
ル
テ
』
創
刊
号
（
昭
和
七
年
十
二
月
）
の
目
次
で
あ
る

が
、
見
て
の
通
り
神
西
は
プ
ル
ー
ス
ト
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
論
じ
て
い
る
の
が
中
山
省
三
郎
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社
）
で
確
認
し
て
み
る

と
、《
昭
和
七
・
一
一
〜
八
・
二
。
全
四
冊
。
編
集
兼
発
行
人
長
谷
川
巳
之

吉
。
第
一
書
房
発
行
。
同
人
は
堀
辰
雄
、
片
山
敏
彦
、
神
西
清
、
佐
藤
朔
、

青
柳
瑞
穂
、
高
橋
広
江
、
中
山
省
三
郎
、
藤
原
定
、
三
浦
逸
雄
ら
。
外
国
文

学
者
が
同
人
で
あ
る
関
係
上
、掲
載
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
文
学
の
評
論
、

エ
ッ
セ
イ
、
論
考
で
あ
る
》（
笠
井
秋
生
執
筆
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
外

国
文
学
者
」
に
つ
い
て
、
創
刊
号
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み

る
と
、
片
山
敏
彦
は
ド
イ
ツ
文
学
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
青
柳
瑞
穂
、
辻
野
久

憲
、
高
橋
広
江
そ
し
て
堀
辰
雄
は
日
本
文
学
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
中
山
は
ロ

シ
ア
文
学
、
そ
し
て
神
西
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
ロ
シ
ア
文
学
に
そ
れ
ぞ
れ
造

詣
が
深
い
。三
浦
逸
雄
（
三
浦
朱
門
の
父
）
は
第
一
書
房
の
社
員
で
あ
る
が
、

東
京
外
国
語
学
校
の
伊
語
部
の
卒
業
生
で
あ
る
。
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る

が
、
ひ
と
目
見
て
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
系
の
執
筆
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
中
山
の
「
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
『
め
ぐ
り
あ
ひ
』
の

主
題
と
風
景
」
は
、
明
か
に
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
九
か
月
後
に
な
る
と
、
今
度
は
神
西
が
中
山
の
領
域
に

移
っ
て
い
く
。『
リ
ベ
ル
テ
』
と
同
じ
長
谷
川
巳
之
吉
の
第
一
書
房
か
ら
発

行
さ
れ
た
雑
誌
『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
号
が
、
誌
上

で
「
ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
五
十
年
祭
記
念
論
文
」
を
特
集
す
る
。
そ
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

露
文
学
史
上
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
位
置
―
―
―
―
―
―
―
神
西
清

人
及
び
芸
術
家
と
し
て
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
―
―
―
―
―
―
中
山
省
三
郎

ソ
ヴ
エ
ー
ト
批
評
家
の
ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
観
―
―
―
―
―
―
上
田
進

ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
の
日
本
文
学
へ
の
影
響
―
―
―
―
―
―
―
木
村
毅

ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
と
仏
蘭
西
文
芸
家
連
―
―
―
―
―
―
―
―
吉
江
喬
松

中
山
の
大
学
時
代
の
後
輩
で
あ
る
上
田
進
が
加
わ
り
、
ロ
シ
ア
語
の
で
き

な
い
木
村
毅
・
吉
江
喬
松
（
弧
雁
）
の
両
大
家
を
除
く
と
、
神
西
・
中
山
・

上
田
の
三
名
が
、
そ
の
ま
ま
の
ち
の
改
造
社
版
『
プ
ウ
シ
キ
ン
全
集
』
の
メ

ン
バ
ー
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
改
め
て
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
『
リ
ベ
ル
テ
』
創
刊
号
、

翌
年
の
『
セ
ル
パ
ン
』
九
月
号
、
そ
し
て
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の

『
プ
ウ
シ
キ
ン
全
集
』
刊
行
と
い
う
三
点
を
つ
な
い
で
み
る
と
、
神
西
清
が

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
か
ら
ロ
シ
ア
文
学
者
に
転
向
し
て
い
く
の
と
並
行
し
て
、

当
初
フ
ラ
ン
ス
文
学
系
の
知
識
人
の
片
隅
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
た
中
山
省
三

郎
が
、
次
第
に
ロ
シ
ア
文
学
者
の
代
表
格
と
み
ら
れ
る
地
位
に
ま
で
昇
り
つ

め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
分
岐
点
と
な
る

の
が
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

２

経
歴

こ
こ
で
ご
く
簡
単
に
、
中
山
の
経
歴
を
確
認
し
て
お
く
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
茨
城
県
真
壁
郡
に
生
ま
れ
る
。
名
前
の
訓

み
は
「
せ
い
ざ
ぶ
ろ
う
」
が
正
し
い
が
、
東
京
の
知
人
間
で
は
「
し
ょ
う
ざ

ぶ
ろ
う
」
で
も
通
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

縁
者
に
詩
人
の
横
瀬
夜
雨
と
荒
野
放
浪
（
渡
辺
守
一
）
が
お
り
、
下
妻
中
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学
校
に
在
学
中
、
彼
ら
の
影
響
で
文
学
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
学
生

な
が
ら
童
謡
詩
運
動
に
か
か
わ
っ
て
地
元
の
小
学
校
教
師
ら
と
児
童
自
由
詩

の
指
導
に
熱
中
し
て
い
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
文
科
に
入
学
し
、

同
大
学
露
文
科
へ
の
進
学
を
目
指
す
が
、
そ
の
翌
年
、
い
わ
ゆ
る
「
露
文
科

騒
動
」
が
起
き
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
大
学
に
進
学
し
た
際
は
、

露
文
科
新
入
生
は
中
山
一
人
と
な
っ
て
い（
５
）た。

「
騒
動
」
の
あ
っ
た
年
の
秋
に
、
ワ
ル
ワ
ー
ラ
・
ブ
ブ
ノ
ワ
が
露
文
科
講

師
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
。ロ
シ
ア
で
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

日
本
人
留
学
生
・
小
野
俊
一
と
結
婚
し
た
妹
ア
ン
ナ
の
招
き
で
、
大
正
十
一

年
（
一
九
二
二
）
母
に
付
き
添
っ
て
来
日
し
、
日
本
で
石
版
画
を
学
び
、
村

山
知
義
ら
の
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｏ
や
、
棟
方
志
功
な
ど
と
親
交
を
結
ぶ
版
画
家
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
一
方
で
、
生
活
の
た
め
に
早
稲
田
大
学
、
ま
た
の
ち

に
は
東
京
外
国
語
学
校
で
ロ
シ
ア
語
と
ロ
シ
ア
文
学
の
教
師
と
し
て
勤
め

る
、
日
本
の
ロ
シ
ア
文
化
受
容
史
上
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
後
年
、
中
山
は

ブ
ブ
ノ
ワ
と
の
授
業
風
景
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

昨
日
も
ブ
ロ
ォ
ク
、
今
日
も
ブ
ロ
ォ
ク
、
明
日
も
ブ
ロ
ォ
ク
と
、
毎

日
の
や
う
に
ブ
ロ
ォ
ク
の
詩
集
を
読
ん
だ
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
頃
、

私
の
ク
ラ
ス
に
は
た
だ
一
人
だ
つ
た
の
で
、
か
な
り
に
学
校
ら
し
く
な

い
教
育
を
う
け
て
ゐ
た
、

「
今
日
は
何
を
読
み
ま
せ
う
か
？

プ
ゥ
シ
キ
ン
、
そ
れ
と
も
ブ
ロ
ォ

ク
？
」

と
、
女
の
先
生
が
訊
ね
る
。

「
今
日
は
ブ
ロ
ォ
ク
を
ど
う
ぞ
。」

と
、
私
が
答
へ
る
。

夏
が
近
づ
く
と
、
大
き
な
庭
園
の
樹
蔭
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け
て
、

授
業
を
う
け
る
こ
と
が
多
か
つ
た
。
楓
の
若
葉
の
間
を
洩
れ
て
く
る
初

夏
の
日
ざ
し
が
、
詩
集
の
白
い
頁
の
う
へ
に
こ
ぼ
れ
て
ゐ
た
。

（「
１２
と
の
離（

６
）別」）

卒
業
後
は
定
職
に
つ
か
ず
、
伊
良
子
清
白
の
詩
集
『
孔
雀
船
』
再
販
、
横

瀬
夜
雨
の
詩
集
『
雪
燈
籠
』、
北
原
白
秋
の
歌
集
『
篁
』、
童
謡
集
『
月
と
胡

桃
』、
詩
集
『
海
豹
と
雲
』
の
装
幀
を
し
た
り
、
ア
ル
ス
か
ら
出
た
『
世
界

童
謡
集
』
ロ
シ
ア
編
に
童
謡
二
十
一
編
を
訳
出
し
た
り
し
て
い
る
（
昭
和
四

年
）。
白
秋
と
は
、
童
謡
・
児
童
詩
運
動
に
従
事
し
て
い
た
時
期
に
雑
誌
『
赤

い
鳥
』
を
通
じ
て
知
遇
を
得
て
い
た
。
装
幀
家
と
し
て
の
活
動
は
、
製
本
に

凝
る
白
秋
と
、
恩
師
ブ
ブ
ノ
ワ
の
影
響
に
因
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
卒
業

直
後
の
こ
の
時
期
、
ブ
ブ
ノ
ワ
と
の
共
著
で
『
独
習
新
露
西
亜
語
』（
春
陽

堂
、
一
九
三
二
年
）
を
出
し
て
い
る
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
か
ら
、
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
家
と
し
て
の
業
績

が
本
格
化
す
る
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
散
文
詩
』『
猟
人
日
記
』
を
皮
切
り
に
、

以
後
プ
ー
シ
キ
ン
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
シ
ェ
ス
ト
フ
、
メ
レ
シ
コ
フ
ス

キ
ー
、
ソ
ロ
グ
ー
プ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
等
の
翻
訳
に
携
わ
る
。

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
一
月
、
茨
城
県
結
城
郡
岡
田
村
に
あ
る
長

塚
節
の
生
家
を
訪
れ
、
節
の
未
発
表
遺
稿
を
入
手
す
る
。
節
の
母
と
中
山
の

祖
父
が
乳
き
ょ
う
だ
い
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。研
究
の
成
果
は
、

『
長
塚
節
遺
稿
』（
小
山
書
店
、
昭
和
十
七
年
）、『
長
塚
節
全
集
』（
斎
藤
茂

吉
と
共
編
、
河
出
書
房
、
昭
和
二
十
二
年
〜
二
十
三
年
）
に
結
実
す
る
。

ま
た
早
稲
田
在
学
以
来
の
親
友
・
火
野
葦
平
が
中
国
大
陸
へ
出
征
し
た
翌
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年
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
よ
り
、
華
中
・
華
南
旅
行
を
く
り
返
し
て

い
る
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
、
中
国
旅
行
、
葦
平
、
長
塚

節
、
ロ
シ
ア
文
学
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
書
か
れ
た
随
筆
を
ま
と
め
、『
海

珠
鈔
』
と
題
し
て
改
造
社
か
ら
刊
行
。
装
幀
は
立
石
鉄
臣
、
口
絵
は
火
野
葦

平
に
よ
る
。
粂
正
照
「
愛
書
家

中
山
省
三
郎
」
の
説
明
に
よ
る
と
、《
総

じ
て
省
三
郎
の
著
書
に
云
え
る
こ
と
は
、
版
面
の
位
置
に
特
長
が
あ
る
こ
と

で
、
天
（
ヘ
ッ
ド
）
を
狭
く
し
て
、
地
（
テ
ー
ル
）
を
多
く
あ
け
て
い
る
。

従
来
、
詩
集
等
の
な
か
に
は
、
若
干
こ
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
一
般
的
に
は

こ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
本
が
多
い
》
と
あ
っ
て
、
中
身
お
よ
び
装
幀
の
す
べ

て
に
わ
た
り
、
中
山
自
身
の
こ
だ
わ
り
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
一
冊
だ
と
い
え

よ（
７
）う。

詩
人
と
し
て
は
、
学
生
時
代
よ
り
同
人
雑
誌
を
通
じ
て
詩
作
を
続
け
て
い

た
が
、自
身
の
詩
集
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
遅
く
、『
羊
城
新
鈔
』（
日

孝
山
書
房
、
昭
和
十
五
年
）
を
処
女
詩
集
と
し
、『
縹
渺
』（
小
山
書
店
、
昭

和
十
六
年
）、『
豹
紋
蝶
』（
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
十
九
年
）
と
数
も
少
な
い
。

戦
後
、
持
病
の
喘
息
が
悪
化
し
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
十
四

歳
の
若
さ
で
永
眠
す
る
。

３

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
没
後
五
十
年
の
抜
擢

さ
て
、
再
び
ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て
の
中
山
省
三
郎
の
活
動
に
戻
ろ
う
。

最
初
の
翻
訳
業
績
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
『
ロ
シ
ア
童
謡
集
』

で
あ
る
が
、
本
格
的
に
仕
事
が
集
中
し
始
め
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
当
初
の
舞
台
と
な
っ
た
の

が
第
一
書
房
で
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
書
肆
と
関
わ
り
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
昭
和
五
〜
六
年
（
一
九
三
〇
〜
三
一
）「
今
日

の
詩
人
叢
書
」
十
冊
の
企
画
予
定
の
末
尾
に
《
中
山
省
三
郎
訳

ロ
シ
ア
訳

詩
集

森
林
帯
》
の
書
名
が
あ
が
っ
て
お
り
、
遅
く
と
も
昭
和
五
年
頃
ま
で

に
は
同
書
肆
と
の
関
係
が
で
き
て
い
た
と
思
わ
れ（

８
）る。
そ
し
て
す
で
に
み
た

よ
う
に
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
晩
秋
に
は
『
リ
ベ
ル
テ
』
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
執
筆
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
第
一
書
房
と
ロ
シ
ア
文
学
と
の
つ
な
が
り
は
、
さ
ほ
ど
深
い

わ
け
で
は
な
い
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
創
立
以
来
、
最
初
の
ロ
シ
ア

物
は
、
円
本
ブ
ー
ム
の
さ
な
か
昭
和
二
〜
六
年
（
一
九
二
七
〜
三
一
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
近
代
劇
全
集
』
全
四
十
三
巻
及
別
冊
二
巻
の
う
ち
、
第
二
十
七

〜
三
十
四
巻
の
「
露
西
亜
篇
」
が
最
初
と
な
る
。
そ
こ
に
は
グ
リ
ボ
エ
ー
ド

フ
「
智
慧
の
悲
し
み
」
か
ら
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
「
熊
の
結
婚
」
等
に
い
た

る
、十
九
世
紀
か
ら
同
時
代
ま
で
の
全
三
十
七
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

翻
訳
は
昇
曙
夢
と
高
倉
輝
と
山
内
封
介
の
三
人
が
分
担
し
て
い
る
。

ま
た
同
全
集
刊
行
期
間
中
に
は
、
片
上
伸
の
論
集
『
露
西
亜
文
学
研
究
』

（
昭
和
三
年
四
月
刊
行
、
そ
の
一
ヶ
月
前
に
片
上
は
脳
溢
血
で
急
死
）、
山

内
封
介
訳
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ
ー
著
『
文
芸
論
』、
同
『
露
西
亜
革
命
の
予
言

者
』（
昭
和
四
年
九
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が
、
中
山
登
場
以
前

の
第
一
書
房
で
の
ロ
シ
ア
文
学
関
係
出
版
の
す
べ
て
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
早
稲
田
大
学
に
露
文
科
が
開

設
さ
れ
る
直
前
に
、
早
稲
田
で
ロ
シ
ア
文
学
を
講
じ
て
い
た
昇
と
片
上
の
つ

な
が
り
、
ま
た
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
に
『
世
界
文
豪
代
表
作
全

集
』
第
十
一
巻
（
同
刊
行
会
）
で
、
昇
と
山
内
が
名
を
連
ね
て
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
の
「
父
と
子
」
と
「
ル
ー
ヂ
ン
」
を
発
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
鑑
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み
て
、
昇
か
山
内
の
い
ず
れ
か
が
初
め
に
第
一
書
房
と
つ
な
が
り
、
や
が
て

昇
を
軸
に
据
え
て
、
以
上
の
出
版
が
実
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た

だ
し
、
高
倉
輝
に
つ
い
て
は
、
第
一
書
房
と
早
く
か
ら
馴
染
み
の
あ
っ
た
土

田
杏
村
と
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
長
野
県
上
田
市
の
自
由
大
学
の
世

話
役
に
な
っ
た
と
い
う
縁
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
田
人
脈
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
と
第
一
書
房
と
の
縁
は
、『
近
代
劇
全
集
』

刊
行
以
降
は
途
絶
え
、
代
わ
り
に
新
人
・
中
山
省
三
郎
が
抜
擢
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

社
主
の
長
谷
川
巳
之
吉
は
、
新
人
発
掘
が
巧
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三

好
達
治
『
測
量
船
』（
昭
和
五
年
十
二
月
）、
伊
藤
整
・
辻
野
久
憲
・
永
松
定

共
訳
ジ
ョ
イ
ス
『
ユ
リ
シ
イ
ズ
』（
昭
和
六
年
六
月
）、
茅
野
蕭
々
『
ゲ
ヨ
エ

テ
研
究
』（
昭
和
七
年
七
月
）
な
ど
、
彼
の
眼
に
か
な
っ
て
日
の
目
を
見
た

詩
人
、
作
家
、
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
関
口
安
義
に
よ
れ
ば
、《
長
谷
川

の
新
人
発
掘
の
巧
み
さ
は
、
物
の
本
質
を
見
抜
く
鋭
い
直
観
力
に
支
え
ら
れ

て
い（

９
）た》
と
い
う
が
、
時
代
の
新
し
い
嗜
好
を
察
知
す
る
能
力
に
長
け
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
既
存
の
書
き
手
は
、
既
存
の
出
版
社
と
の
関
係
が

出
来
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
後
発
の
出
版
社
は
、
自
ら
新
し
い

書
き
手
を
発
掘
し
、
社
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
わ
け
だ
が
、
彼
に
は
、
そ
の
手
腕
に
長
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

長
谷
川
は
、『
リ
ベ
ル
テ
』
創
刊
に
よ
っ
て
他
の
新
人
と
と
も
に
中
山
省

三
郎
を
売
り
出
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
前
哨
戦
で
あ
っ
て
、
本
命

は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月
刊
行
の
『
全
訳
散
文
詩
』
に
あ
っ
た
。
先

に
み
た
よ
う
に
こ
の
年
は
、
ち
ょ
う
ど
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
没
後
五
十
年
の
節
目

に
あ
た
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
話
題
に
乗
る
う
え
で
の
、
有
力
な

駒
と
し
て
中
山
を
活
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
恒
例
の
社
主
自
身
に
よ
る
出
版

広
告
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
…
〕
斯
ん
な
に
美
し
い
天
才
の
全
芸
術
を
一
貫
し
て
代
表
し
て
ゐ
る

「
散
文
詩
」
が
未
だ
ロ
シ
ヤ
語
か
ら
直
接
訳
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
と
い

ふ
事
は
如
何
に
も
遺
憾
至
極
に
思
は
れ
る
。
僕
は
長
い
間
い
ろ
い
ろ
と

適
訳
者
を
物
色
し
て
ゐ
た
の
だ
が
、
前
年
フ
ラ
ン
ス
で
未
発
表
の
散
文

詩
が
一
冊
に
ま
と
ま
つ
て
出
版
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
そ
れ
を
少
し
づ

つ
中
山
君
に
訳
し
て
貰
ひ
な
が
ら
、
そ
の
中
山
君
の
訳
筆
の
巧
み
さ
に

実
に
全
く
敬
服
し
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
。

愈
々
こ
れ
は
ロ
シ
ヤ
文
学
界
に
新
し
い
二
葉
亭
が
再
現
し
た
！

と
僕
が
そ
れ
ほ
ど
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
喜
ん
だ
の
も
無
理
は
な
い
と

思
ふ
。
そ
れ
と
い
ふ
の
は
二
葉
亭
の
歿
後
ロ
シ
ヤ
文
学
の
畑
に
は
翻
訳

者
は
あ
つ
て
も
僕
の
考
へ
る
や
う
な
詩
的
情
緒
の
ゆ
た
か
な
文
学
者
が

殆
ど
出
て
来
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。〔
…
〕
僕
は
若
い
頃
に
は
随
分

ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
を
愛
読
し
た
も
の
だ
が
然
し
此
頃
に
な
つ
て
特
に
彼
の

散
文
詩
の
味
ひ
を
噛
み
し
め
て
楽
し
め
る
気
持
ち
が
す
る
の
で
、
幸
ひ

本
年
八
月
が
彼
の
五
十
年
祭
に
あ
た
る
の
で
そ
れ
を
紀
念
す
る
為
め
茲

に
全
訳
を
刊
行
し
て
特
に
総
革
の
美
本
と
し
た
の
で
あ（

１０
）る。

日
本
で
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
受
容
は
、有
名
な
二
葉
亭
四
迷
訳
「
あ
ひ
ゞ
き
」

を
嚆
矢
と
す
る
が
、
実
際
に
盛
ん
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
文
壇
で

自
然
主
義
が
流
行
る
時
期
に
西
洋
文
学
の
輸
入
と
翻
訳
が
拡
大
し
、
そ
れ
を

引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
博
文
館
や
新
潮
社
等
が
翻
訳
文
学
を
、
叢
書
と
し
て

盛
ん
に
出
版
し
て
い
た
頃
、
す
な
わ
ち
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
頃
が
大
き
な

ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
生
ま
れ
の
長
谷
川
巳
之
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吉
が
、《
若
い
頃
に
は
随
分
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
を
愛
読
し
た
も
の
だ
が
》
と
述

懐
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
と
合
致
す
る
。
関
口
安
義
編
「
長
谷
川
巳
之
吉

年
譜
」
に
よ
る
と
、明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
長
谷
川
十
五
歳
の
欄
に
、

《
こ
の
頃
新
潮
社
の
『
文
章
講
義
録
』
の
会
員
と
な
る
。
次
第
に
読
書
に
目

覚
め
、
藤
村
・
独
歩
・
荷
風
ら
に
熱
中
し
、
翻
訳
で
は
二
葉
亭
訳
の
「
う
き

草
」
や
、
相
馬
御
風
訳
の
『
そ
の
前
夜
』『
父
と
子
』、
さ
ら
に
昇
曙
夢
訳
の

『
六
人
集
』
や
『
毒
の
園
』
に
う
つ
つ
を
抜
か（

１１
）す》
と
あ
る
。

長
谷
川
が
う
つ
つ
を
抜
か
し
た
と
さ
れ
る
『
六
人
集
』（
易
風
社
、
明
治

四
十
三
年
五
月
）
所
収
の
ザ
イ
ツ
ェ
フ
「
静
か
な
曙
」
に
関
す
る
昇
曙
夢
に

よ
る
解
説
に
は
、《
彼
の
作
品
を
読
む
と
、
直
接
強
い
肉
の
刺
戟
が
無
い
代

り
に
し
ん
み
り
と
し
た
優
し
い
静
か
な
女
性
的
の
柔
か
い
調
子
が
味
は
れ

る
。
此
点
に
於
て
彼
の
作
品
は
水
彩
画
の
や
う
な
も
の
で
、
夢
の
や
う
な
淡

い
心
持
や
、
詩
の
や
う
な
静
か
な
空
気
が
全
体
に
漂
ふ
て
居
る
。
散
文
詩
の

好
典
型
で
あ（

１２
）る》
と
あ
る
。さ
ら
に
、の
ち
に
吉
江
喬
松
（
弧
雁
）
が
《
あ
ゝ

し
た
作
品
こ
そ
は
真
に
散
文
詩
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
、

そ
の
当
時
深
く
愛
読
し
た
も
の
で
あ
る
が
〔（

１３
）…〕》
と
同
作
を
回
想
し
て
い

る
。つ
ま
り
そ
う
し
た
味
わ
い
の
あ
る
原
文
の
感
興
を
訳
す
手
腕
に
お
い
て
、

昇
は
す
で
に
定
評
が
あ
り
、
当
然
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作
品
の
詩
情
を
伝
え
る
訳

者
と
し
て
も
、
十
分
な
資
格
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
長
谷
川
は
わ
き
ま
え
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、《
二
葉
亭
の
歿
後
ロ
シ
ヤ
文
学
の
畑
に

は
翻
訳
者
は
あ
つ
て
も
僕
の
考
へ
る
や
う
な
詩
的
情
緒
の
ゆ
た
か
な
文
学
者

が
殆
ど
出
て
来
な
か
つ
た
》
と
い
う
誇
張
的
な
言
い
方
に
、
あ
え
て
新
人
を

推
し
だ
す
第
一
書
房
の
意
気
込
み
（
？
）
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

４

故
郷
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

一
方
、
中
山
本
人
は
こ
の
依
頼
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
処
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
早
稲
田
在
学
中
は
、
ブ
ブ
ノ
ワ
の
も
と
で
ブ
ロ
ー
ク

を
読
ん
で
い
た
。《
そ
の
頃
、
私
は
ブ
ロ
ォ
ク
の
文
献
と
い
ふ
文
献
を
あ
つ

め
（
勿
論
、
日
本
に
ゐ
て
求
め
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
）、
ブ
ロ
ォ
ク
の
歩

マ
マ

い
た
道
を
ふ
り
か
へ
る
こ
と
に
一
日
一
日
を
費
ひ
し
て
ゐ
た
》（「
１２
と
の
離

（
１４
）別」）
と
も
語
っ
て
い
る
。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
チ
ュ
ッ
チ
ェ
フ
で
あ
っ

た
と
い（

１５
）う。
ブ
ロ
ー
ク
は
ロ
シ
ア
革
命
前
後
に
活
躍
し
た
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の

詩
人
、
チ
ュ
ッ
チ
ェ
フ
は
プ
ー
シ
キ
ン
の
同
時
代
人
で
あ
る
が
、《
世
紀
末

に
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
て
、
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ
イ
、
ブ
リ
ュ
ー
ソ
フ
等

が
自
ら
の
始
祖
と
し
て
、
プ
ー
シ
キ
ン
に
匹
敵
す
る
位
置
を
あ
た（

１６
）え》
た
詩

人
。
つ
ま
り
学
生
時
代
の
中
山
は
、（
ブ
ブ
ノ
ワ
の
好
み
も
反
映
し
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
が
）
明
ら
か
に
モ
ダ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
初
め
て
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作
品

と
出
会
っ
た
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

私
は
中
学
生
の
頃
に
、
先
生
か
ら
同
じ
村
の
横
瀬
夜
雨
氏
や
荒
野
放
浪

の
と
こ
ろ
へ
書
物
を
届
け
る
こ
と
を
托
さ
れ
、
或
ひ
は
ま
た
先
生
の
方

へ
届
け
る
役
目
を
い
く
た
び
か
仰
せ
つ
か
つ
た
の
を
記
憶
し
て
ゐ
る

が
、〔
…
〕
父
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
早
稲
田
の
文
科
を
出
て
、
小
説
も

書
き
、
露
西
亜
文
学
の
翻
訳
な
ど
に
も
手
を
染
め
た
こ
と
の
あ
る
荒
野

氏
は
私
に
小
説
を
読
む
こ
と
を
教
へ
た
恩
人
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
、
私
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に
メ
ッ
セ
ン
ヂ
ャ
・
ボ
ー
イ
の
報
酬
と
し
て
、「
木
像
」
と
「
ツ
ル
ゲ
ェ

ネ
フ
短
篇
集
」「
罪
と
罰
」
の
三
冊
を
呉
れ
た
。
最
初
に
読
ん
だ
の
は

「
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
短
篇
集
」
そ
の
次
は
「
罪
と
罰
」
で
、「
木
像
」
は

「
要
す
る
に
た
い
し
た
小
説
で
は
な
い
」
と
い
ふ
批
評
に
し
た
が
つ
て

遂
に
読
ま
ず
に
し
ま
つ
た
が
、
右
の
二
つ
の
露
西
亜
文
学
の
書
物
が
私

に
与
へ
た
感
銘
は
大
き
か
つ
た
。
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
の
自
然
描
写
を
少
年

の
私
は
い
く
た
び
か
口
ず
さ
み
、
つ
ひ
に
は
諳
記
す
る
ほ
ど
に
な
つ
て

ゐ
た
。
四
六
判
の
藤
む
ら
さ
き
の
表
紙
、
吉
江
弧
雁
先
生
の
訳
で
あ（

１７
）る。

（「
う
つ
ろ
ひ
」）

こ
こ
で
回
想
さ
れ
て
い
る
『
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
短
篇
集
』
は
、
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
七
）
十
一
月
に
中
外
出
版
協
会
か
ら
出
た
も
の
で
、
内
容
は

「
森
林
の
旅

第
一
日
」「
森
林
の
旅

第
二
日
」「
ビ
エ
ジ
ン
の
曠
野
」

「
死
」「
苺
の
清
水
」「
自
然
」「
基
督
」「
森
と
原
野
」「
犬
」「
山
番
」
か
ら

な
る
。
う
ち
「
自
然
」「
基
督
」
が
『
散
文
詩
』
か
ら
、「
ビ
エ
ジ
ン
の
曠
野
」

「
死
」「
苺
の
清
水
」「
森
と
原
野
」「
山
番
」
が
『
猟
人
日
記
』
か
ら
採
ら

れ
て
い
る
。

察
す
る
に
、
第
一
書
房
か
ら
の
『
全
訳
散
文
詩
』
の
依
頼
は
、
モ
ダ
ニ
ス

ト
と
し
て
の
感
性
よ
り
も
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
郷
愁
を
刺
激
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
先
に
企
画
さ
れ
た
『
ロ
シ
ア
訳
詩
集

森
林
帯
』
が
頓
挫
す
る
一

方
で
、こ
の
度
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
物
は
順
調
に
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
、

日
本
の
読
書
界
に
残
し
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
影
響
の
深
さ
が
、
改
め
て
感
じ

ら
れ
る
。
中
山
の
ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て
の
在
り
方
も
、
こ
の
影
響
圏
か
ら

脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
回
想
に
は
、
興
味
深

い
点
が
あ
る
。

吉
江
弧
雁
訳
『
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
短
篇
集
』
と
い
う
情
報
は
、《
四
六
判
の

藤
む
ら
さ
き
の
表
紙
》
と
い
う
具
体
的
な
姿
を
も
っ
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
お
そ
ら
く
中
山
の
脳
裏
に
は
、
そ
の
本
が
荒
野
放
浪
か
ら
手
渡
さ

れ
た
と
き
の
情
景
や
、
自
宅
の
机
や
書
棚
に
置
か
れ
て
い
る
様
子
や
、
手
に

取
っ
て
頁
を
め
く
る
感
覚
な
ど
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
想
起
さ
れ
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。
さ
ら
に
《
い
く
た
び
か
口
ず
さ
み
、
つ
ひ
に
は
諳
記
す
る
ほ
ど
に

な
つ
て
ゐ
た
》
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
発
生
す
る
身
体
感
覚
も
想
起
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
名
は
、
彼
に
と
っ
て
少
年

時
代
の
個
人
的
か
つ
個
別
的
な
記
憶
と
、
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ

る
。中

山
は
茨
城
県
真
壁
郡
紫
尾
村
大
字
酒
寄
に
生
ま
れ
る
が
、
生
ま
れ
て
す

ぐ
に
生
母
が
亡
く
な
り
、
一
家
は
、
祖
父
中
山
精
一
が
医
院
を
開
業
し
て
い

た
同
郡
大
宝
村
大
宝
（
現
下
妻
市
大
宝
）
に
移
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
に
と
っ

て
の
郷
里
は
、
こ
の
大
宝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
親
類
の
渡
辺
伍
郎
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

省
三
郎
の
父
が
開
業
し
、
家
族
と
と
も
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
大
宝

郵
便
局
の
北
隣
り
で
あ
る
。
む
か
し
そ
こ
に
料
理
屋
が
あ
り
「
橋
本
」

と
い
っ
た
。（
か
つ
て
大
宝
は
八
幡
神
社
の
い
わ
ば
門
前
町
で
も
あ
り
、

宿
場
町
で
も
あ
っ
て
、
茶
屋
宿
屋
な
ど
少
な
く
な
か
っ
た
。）
中
山
医

院
は
そ
の
「
橋
本
」
の
家
を
借
り
た
も
の
だ
が
、
家
人
も
村
の
者
も

「
中
山
医
院
」
と
は
言
わ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
「
橋
本
」
と
呼
ん
だ
。「
橋

本
」
か
ら
北
へ
、
二
軒
お
い
て
マ
ス
ヤ
（
無
公
宅
）。
マ
ス
ヤ
か
ら
六

軒
お
い
て
「
カ
ミ
（
上
、北
方
）」
の
家
―
―
省
三
郎
が
祖
父
母
と
（
の
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ち
に
は
祖
母
と
）
住
ん
で
い
た
、
も
と
の
中
山
家
で
あ
る
。
マ
ス
ヤ
は

呉
服
、
荒
物
乾
物
、
そ
の
他
を
扱
か
う
い
わ
ゆ
る
「
よ
ろ
ず
屋
」
だ
っ

た
か
ら
、
中
山
家
の
人
達
も
、
店
に
来
る
機
会
は
非
常
に
多
か
っ
た
わ

け
で
あ（

１８
）る。

（「
省
三
郎
と
私
」）

文
中
「
無
公
」
と
あ
る
の
は
、
荒
野
放
浪
（
渡
辺
守
一
）
の
別
号
で
、
渡

辺
伍
郎
の
長
兄
に
あ
た
る
。
一
族
が
近
所
に
固
ま
っ
て
く
ら
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
現
在
、
郵
便
局
北
隣
は
駐
車
場
と
空
き
地

に
な
っ
て
お
り
、
付
近
に
は
マ
ス
ヤ
呉
服
店
の
み
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る

が
、
一
帯
の
西
側
に
大
宝
八
幡
宮
と
大
宝
小
学
校
の
あ
る
大
宝
城
址
の
丘
陵

が
迫
り
、
東
側
に
は
遠
く
筑
波
山
を
望
む
田
園
が
広
が
る
様
子
は
、
百
年
前

の
趣
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
風
景
と
《
四
六
判
の
藤
む
ら
さ
き
の
表
紙
》
や
、
そ
の
本
の
文

章
を
暗
唱
し
た
記
憶
と
が
結
び
つ
い
て
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
名
は
語
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
新
潟
県
出
雲
崎
出
身
の

長
谷
川
巳
之
吉
に
お
い
て
は
、
二
葉
亭
四
迷
や
相
馬
御
風
の
翻
訳
本
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
文
学
に
か
ぶ
れ
た
近
代
の
地
方
出
身
者
の

多
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
体
験
に
お
い
て
同
種
の
郷
愁
を
抱
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

５

第
一
書
房
の
読
み
方

と
こ
ろ
で
、
第
一
書
房
と
い
え
ば
装
幀
に
粋
を
凝
ら
し
た
美
装
本
の
出
版

で
知
ら
れ
る
。《
第
一
書
房
の
出
す
本
は
、
み
ん
な
装
丁
が
見
事
で
ケ
ー
ス

（
箱
）
も
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
又
、
本
文
に
使
う
紙
が
上
質
で
、
読
ん
で
い

て
心
地
好
か
っ（

１９
）た》
と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
、
諸
氏
の
回
想
の
中
に
散
見
す

る
し
、
書
肆
自
身
が
そ
れ
を
宣
伝
し
て
い
る
。

第
一
書
房
の
書
籍
は
、
特
に
俗
臭
を
排
し
て
、
デ
リ
ケ
イ
ト
な
感
じ

を
主
と
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、店
頭
で
人
目
を
惹
く
と
い
ふ
事
よ
り
も
、

書
斎
へ
持
つ
て
か
へ
つ
て
、
そ
の
本
を
静
か
に
楽
し
む
時
に
、
初
め
て

そ
の
味
が
出
る
や
う
に
心
を
用
ひ
て
あ
り
ま（

２０
）す。

（「
第
一
書
房
の
出
版
」）

こ
の
よ
う
に
、
本
の
読
み
方
が
具
体
的
に
示
唆
さ
れ
る
（
指
示
さ
れ
る
）

と
い
う
こ
と
は
、
読
書
と
い
う
行
為
が
、
抽
象
的
な
動
作
と
し
て
で
は
な
く
、

読
者
の
身
体
、
読
ま
れ
る
場
所
・
時
間
、
読
ま
れ
る
一
冊
の
書
籍
、
そ
れ
ら

が
総
合
す
る
雰
囲
気
等
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
、
具
体
的
な
営
み
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
第
一
書
房
の
書
籍
を
読
む

と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
の
読
書
で
は
な
く
て
、
ま
さ
に
「
第
一
書
房
の
書
籍

を
読
む
」
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
自
体
が
、《
特
に
俗

臭
を
排
し
て
、
デ
リ
ケ
イ
ト
な
感
じ
を
主
と
し
て
居
り
ま
す
》
と
い
う
よ
う

な
、
他
を
排
除
し
て
独
自
の
文
化
と
し
て
屹
立
す
る
行
為
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
と
、
当
時
美
装
本
出
版
を
競
っ
て
い
た

の
は
他
に
、「
胡
蝶
本
」
で
知
ら
れ
る
籾
山
書
店
を
は
じ
め
、
北
原
鉄
雄
の

ア
ル
ス
、
装
幀
家
・
秋
朱
之
介
が
関
わ
っ
た
以
士
帖
印
社
や
三
笠
書
房
、『
ル

ウ
ベ
ン
ス
の
戯
画
』
や
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
出
版
で
知
ら
れ
る
江
川
正
之
の

江
川
書
房
な
ど
、
名
の
知
れ
た
出
版
社
が
い
く
つ
か
あ
り
、
第
一
書
房
は
、

あ
く
ま
で
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
劇
作
家
の
飯
沢
匡
な
ど
は
、
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《
世
に
「
岩
波
文
化
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
今
か
ら
見
る
と
明
か
に

「
第
一
書
房
文
化
」
と
い
う
も
の
が
一
時
期
、
厳
然
と
し
て
あ
っ（

２１
）た》
と
述

べ
て
お
り
、
美
装
本
の
世
界
で
第
一
書
房
が
少
な
か
ら
ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
占

め
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

中
山
省
三
郎
訳
の
『
全
訳
散
文
詩
』
も
、
ま
た
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
纏
う

幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

架
蔵
本
か
ら
そ
の
姿
を
描
い
て
み
る
と
、
土
色
の
総
革
装
で
背
に
四
本
の

バ
ン
ド
の
つ
い
た
本
製
本
と
い
う
、
古
い
洋
書
の
風
格
を
模
し
た
作
り
が
ま

ず
特
徴
で
あ
る
。
判
型
は
、
小
口
１３４
㎜
×
天
地
１６１
㎜
厚
さ
２０
㎜
で
四
六
判
よ

り
縦
に
や
や
寸
が
詰
ま
っ
た
独
特
の
四
辺
形
。「
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
／
全
譯

散

文
詩
」と
金
押
し
の
背
題
が
あ
り
、表
紙
の
上
部
に
は「И

. С
. Т

У
Р

Г
Е

Н
Е

В
 

／С
Т

И
Х

А
Т

В
О

Р
Е

Н
И

Я
 В

 П
Р

О
З

Е
 

」
と
黒
く
印
字
さ
れ
て
い
る
。
小
口

は
箔
無
し
で
、
地
の
み
化
粧
裁
断
さ
れ
て
い
な
い
。

本
文
の
組
版
は
、
明
朝
五
号
活
字
十
四
行
三
十
五
字
詰
で
、
下
段
の
ノ
ン

ブ
ル
と
と
も
に
の
ど
に
寄
せ
て
、
左
右
余
白
が
広
く
と
ら
れ
て
い
る
。
総
ペ

ー
ジ
数
は
二
二
〇
。
用
紙
は
所
々
に
繊
維
が
み
え
る
粗
い
手
触
り
（
コ
ッ
ト

ン
紙
か
？
）。
一
九
九
グ
ラ
ム
の
重
量
は
手
に
し
て
軽
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
外
観
を
も
ち
、
手
の
大
き
さ
に
ち
ょ

う
ど
な
じ
む
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
姿
の
瀟
洒
な
本
で
あ
る
。

い
ま
実
際
に
、
こ
れ
を
手
に
取
り
、
頁
を
め
く
っ
て
、
冒
頭
を
読
ん
で
み

る
。

ヸ
ル
ス
タ

時
は
七
月
、
終
り
の
日
、
こ
の
あ
た
り
一
千
露
里
、
露
西
亜
国
、
わ

ふ
る
さ
と

が
郷
土
。

あ

ゐ
い
ろ

涯
り
知
ら
れ
ぬ
暗
藍
色
に
濡
れ
わ
た
る
空
、
た
だ
ひ
と
き
れ
の
離
れ

雲
、
浮
ぶ
と
も
な
く
、
消
ゆ
る
と
も
な
く
。
日
は
暖
か
に
、
風
も
な
く
、

ミ
ル
ク

…
…
空
気
は
し
ぼ
り
た
て
の
牛
乳
の
や
う（

２２
）だ！

（「
田
舎
」）

さ
て
、
親
切
に
と
い
う
か
、
お
せ
っ
か
い
に
も
と
い
う
か
、
第
一
書
房
は
、

こ
れ
を
ど
ん
な
風
景
の
中
に
置
い
て
読
む
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
れ
と
な
く

示
し
て
い
る
。
同
じ
年
の
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
中
山
訳
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作

『
猟
人
日
記
』
上
巻
の
巻
末
に
、「
中
山
省
三
郎
訳
ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
『
散
文

詩
』
に
対
す
る
世
評
」
と
題
し
て
、
神
西
清
、
松
岡
譲
、
福
田
清
人
、
三
好

達
治
と
い
う
第
一
書
房
ゆ
か
り
の
諸
氏
に
よ
る
書
評
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
福
田
清
人
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

ス
リ
硝
子
に
木
の
葉
の
影
、
あ
た
た
か
な
昼
前
、
黄�

色�

い�

本�

を�

読�

ん�

で�

ゐ�

る�

。
私
は
ホ
ツ
と
細
い
吐
息
を
す
る
。
省
三
郎
兄
、
あ
な
た
は
ほ

ん
と
に
い
い
仕
事
を
し
て
下
さ
つ
た
。
お
だ
や
か
な
、
し
つ
と
り
と
し

た
あ
な
た
の
心
境
が
、
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
に
と
け
い
つ
て
、
こ�

の�

雅�

致�

の�

あ�

る�

も�

の�

を
産
ん（

２３
）だ。

（
傍
点
引
用
者
）

ち
な
み
に
彼
は
、昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
か
ら
六
年
（
一
九
三
一
）

十
二
月
ま
で
、
第
一
書
房
に
勤
め
て
い
た
元
社
員
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、

同
社
の
出
版
物
の
取
り
扱
い
方
に
は
精
通
し
て
い
る
。

文
中
に
あ
る
《
ほ
ん
と
に
い
い
仕
事
》
と
は
、
そ
こ
だ
け
取
り
出
せ
ば
中

山
の
訳
業
へ
の
賛
辞
だ
と
解
釈
で
き
る
が
、《
黄
色
い
本
を
読
ん
で
ゐ
る
》

と
い
う
一
文
が
初
め
に
あ
る
こ
と
で
、《
こ
の
雅
致
の
あ
る
も
の
》
が
指
し

示
す
対
象
が
、
本
文
の
内
容
だ
け
で
な
く
書
籍
そ
の
も
の
の
出
来
具
合
も
含

ん
で
い
る
錯
覚
を
許
す
よ
う
な
、
曖
昧
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

― 125 ―



く
。
こ
の
曖
昧
さ
が
、《
お
だ
や
か
な
、
し
つ
と
り
と
し
た
あ
な
た
の
心
境

が
、
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
に
と
け
い
つ
て
》
い
る
と
い
う
、
陶
酔
的
な
読
書
体
験

を
も
た
ら
す
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

福
田
は
こ
の
本
を
、《
ス
リ
硝
子
に
木
の
葉
の
影
、
あ
た
た
か
な
昼
前
》

に
読
む
こ
と
で
、
印
刷
さ
れ
た
中
山
の
翻
訳
文
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
心
境
と

が
溶
け
合
う
と
い
う
体
験
を
し
た
。
読
書
体
験
が
こ
う
し
て
具
体
化
す
る
こ

と
で
、
か
つ
て
中
山
が
吉
江
弧
雁
訳
『
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
短
篇
集
』
の
薄
む
ら

さ
き
の
表
紙
に
経
験
し
た
と
同
様
、『
全
訳
散
文
詩
』
の
読
者
に
も
、
書
物

と
し
て
の
郷
愁
が
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

〔
…
〕
表
紙
だ
け
で
、ア
ア
あ
す
こ
の
本
と
わ
か
る
の
は
な
か
っ
た
が
、

第
一
書
房
の
に
は
、
そ
れ
が
あ
っ
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
そ
の
戦

前
戦
後
を
通
じ
て
、
形
式
か
ら
も
内
容
か
ら
も
、
あ
れ
だ
け
個
性
を
発

揮
し
た
も
の
は
ほ
か
に
な
い
。

読
ん
だ
。
そ
し
て
書
棚
に
並
べ
て
楽
し
ん
だ
。
け
れ
ど
も
、
空
襲
の

火
で
、
第
一
書
房
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
蔵
書
の
あ
ら
ま
し
を
失
っ

た
。戦

火
は
、
私
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
奪
い
去
っ
た
が
、
本
の
内
容
は

も
と
よ
り
、
装
幀
と
い
う
形
式
か
ら
も
、
私
の
得
た
感
銘
、
心
の
養
い

に
な
っ
た
も
の
は
、
何
も
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
私
に
残
っ

て
い（

２４
）る。

（
入
江
相
政
「
第
一
書
房
と
私
」）

６

朗
読
す
る
翻
訳
者

先
の
福
田
清
人
の
評
が
、
主
に
書
物
と
し
て
の
『
全
訳
散
文
詩
』
の
読
み

方
を
示
し
て
い
た
と
す
る
と
、
同
じ
く
評
を
寄
せ
た
神
西
清
は
、
ま
た
別
の

角
度
か
ら
本
書
を
紹
介
し
て
い
る
。

見
わ
た
し
た
と
こ
ろ
、
人
と
し
て
中
山
氏
ほ
ど
に
こ
の
「
散
文
詩
」

の
移
植
に
適
は
し
い
人
は
な
い
の
だ
。
僕
は
氏
と
相
知
つ
て
ま
だ
日
が

浅
い
の
で
断
言
は
出
来
な
い
が
、
彼
は
ひ
そ
か
に
自
分
で
も
静
か
な
詩

を
物
し
て
ゐ
さ
う
な
、
何
と
な
く
そ
ん
な
感
じ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
詩

人
が
久
し
い
年
月
を
費
し
、
詞
藻
を
傾
け
、
音
律
を
練
り
、
も
つ
と
大

切
な
こ
と
に
は
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
そ
の
人
に
ま
る
で
子
の
や
う
な
愛
の
心

を
燃
や
し
な
が
ら
、こ
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
。而
も
オ
ー
ク
ル
・
ジ
ョ

ー
ヌ
の
總
革
に
包
ま
れ
て
、
落
ち
つ
き
の
あ
る
い
い
本
に
な
つ
た
。
ツ

ル
ゲ
ェ
ネ
フ
没
し
て
五
十
年
、
い
ま
彼
の
満
足
の
微
笑
を
見
る
よ
す
が

も
な
い
の
が
唯
々
残
念
で
あ（

２５
）る。

神
西
も
末
尾
で
は
本
の
装
幀
を
褒
め
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
中
山
を
、
言

葉
を
練
る
詩
人
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
中
山
が
い
つ
か
ら
作
詩
を
始
め
た

の
か
は
不
明
だ
が
、
す
で
に
中
学
時
代
に
は
、《
文
芸
の
書
物
に
読
み
耽
り
、

文
章
を
書
い
て
は
投
書
な
ど
に
努
め
て
ゐ
る
上
に
、
小
学
生
に
童
謡
や
自
由

詩
や
綴
方
な
ど
の
指
導
に
熱
心
し
て
肝
心
な
教
科
書
の
勉
強
を
お
ろ
そ
か
に

し
た
》（
福
田
友
之
「
省
ち
ゃ（

２６
）ん」）
と
い
う
程
で
あ
り
、
横
瀬
夜
雨
ら
文
庫

派
の
詩
人
た
ち
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
、《
八
幡
神
社
の
裏

の
土
塁
に
座
っ
て
、
風
野
新
一
郎
や
斎
藤
辰
三
ら
と
人
生
を
論
じ
、
将
来
を

語
り
合
ひ
、
友
達
の
噂
な
ど
話
し
合
っ
た
り
し
た
が
、
そ
ん
な
時
省
ち
ゃ
ん

は
目
を
つ
む
っ
て
瞑
想
に
耽
る
や
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
ゐ
る
と
、
斎
藤
は

「
省
ち
ゃ
ん
は
詩
人
の
や
う
だ
」
と
讃
い
た
》（
同
前
）
と
も
い
う
。
尤
も
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文
学
好
き
で
あ
る
こ
と
と
詩
人
で
あ
る
こ
と
と
は
、
別
の
次
元
の
こ
と
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
参
考
ま
で
の
逸
話
に
過
ぎ
な
い
。

神
西
は
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
が
、
じ
っ
さ
い
に
中
山
は
、

《
詞
藻
を
傾
け
、音
律
を
練
り
》
な
が
ら
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
、

近
親
者
の
証
言
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
弟
の
育
四
郎
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

い
か
に
原
作
者
の
気
分
を
表
現
す
る
か
、
い
か
に
原
文
の
持
ち
味
を

生
か
す
か
、
仲
々
気
を
使
っ
た
よ
う
だ
。
特
に
漢
字
の
選
び
方
は
う
る

さ
か
っ
た
。
漢
字
の
持
つ
「
ニ
ア
ン
ス
」
と
原
文
の
「
ニ
ア
ン
ス
」
が

か
け
離
れ
て
い
な
い
か
、
と
何
回
も
読
み
直
し
、
あ
る
時
は
朗
読
し
て

適
当
な
も
の
を
さ
が
し
た
。
何
枚
か
の
原
稿
が
出
来
上
る
と
更
に
朗
読

し
、
時
に
は
姉
も
仲
間
に
入
れ
て
気
に
入
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
は
筆
を
入
れ

た
。
和
服
姿
で
机
に
向
っ
て
自
分
の
訳
を
朗
読
し
て
い
る
姿
は
全
く
離

脱
し
た
世
界
に
住
ん
で
い
る
人
の
よ
う
に
見
え（

２７
）た。

（
中
山
育
四
郎
「
追
憶
の
記
」）

漢
字
の
選
び
方
な
ど
に
繊
細
で
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
心
あ
る
翻
訳
家
で
は
よ
く
聞
く
話
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ

こ
で
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
自
身
朗
読
し
な
が
ら
翻
訳
に

取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
じ
つ
は
妹
も
同
じ
よ
う
な
証
言
を

残
し
て
い
る
。

「
時
は
七
月
、
終
り
の
日
、
こ
の
あ
た
り
一
千
露
里
、
露
西
亜
国
わ
が

故
郷
。
涯
り
知
ら
れ
ぬ
暗
藍
色
に
濡
れ
わ
た
る
空
、
た
ゞ
ひ
と
き
れ
の

離
れ
雲
、
浮
ぶ
と
も
、
消
ゆ
る
と
も
な
く
、
日
は
暖
か
に
、
風
も
な
く

…
…
。」
こ
の
散
文
の
訳
詩
が
成
っ
た
時
、
籐
椅
子
を
ゆ
す
り
乍
ら
、

こ
の
初
章
を
朗
々
と
詠
み
上
げ
て
、
会
心
と
陶
酔
の
世
界
に
遊
ぶ
兄
の

姿
を
、
今
私
は
ま
ざ
ま
ざ
と
、
ま
な
ぶ
た
に
再
現
す（

２８
）る。

（
加
藤
三
知
「
思
い
出
す
ま
ま
に
」）

そ
う
い
え
ば
、
先
に
見
た
中
山
自
身
の
吉
江
弧
雁
訳
『
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
短

篇
集
』
に
関
す
る
回
想
で
も
、《
私
は
い
く
た
び
か
口
ず
さ
み
、
つ
ひ
に
は

諳
記
す
る
ほ
ど
に
な
つ
て
ゐ
た
》
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
、
中
山

に
は
文
章
を
し
っ
か
り
確
認
し
た
り
、
堪
能
す
る
と
き
に
、
そ
れ
を
口
ず
さ

む
癖
が
あ
る
よ
う
な
の
だ
。
の
ち
に
彼
が
小
山
書
店
か
ら
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ

ー
『
永
遠
の
伴
侶
』
を
出
す
と
き
も
、
編
集
に
当
た
っ
た
野
田
宇
太
郎
が
、

そ
の
一
節
を
暗
唱
し
て
見
せ
た
中
山
の
姿
に
感
銘
を
う
け
て
い
る
。《
自
分

の
文
章
を
文
学
と
し
て
す
ら
す
ら
と
朗
読
の
出
来
る
翻
訳
者
な
ど
、
さ
ら
ざ

ら
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
中
山
氏
は
違
っ
て
ゐ
た
。
朗
読
で

な
く
、
暗
記
す
る
ま
で
自
分
の
文
章
を
練
り
上
げ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
わ
た

く
し
は
中
山
氏
の
詩
人
と
し
て
、
文
学
者
と
し
て
の
立
派
な
態
度
に
、
心
か

ら
敬
服
し
た
。》（「
中
山
省
三
郎
の
こ（

２９
）と」）

中
山
に
と
っ
て
文
章
と
は
、
声
帯
や
腹
膜
を
動
か
し
て
得
ら
れ
る
身
体
的

な
運
動
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、
以
上
の
複
数
の
証
言
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
紡
ぐ
言
葉
は
、
音
読
し
て
初
め
て
堪
能
で
き

る
も
の
だ
と
、
読
者
は
心
得
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、こ
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
に
関
し
て
だ
け
は
、翻
訳
の
た
め
の
単
な
る
確

認
作
業
で
は
な
く
、も
っ
と
私
的
な
慰
め
で
す
ら
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
三
笠
書
房
版
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
全
集
』
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の
「
白
痴
」
翻
訳
に
携
わ
っ
た
時
に
残
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
次
の
よ
う
な

メ
モ
を
、
親
友
の
火
野
葦
平
が
紹
介
し
て
い
る
。

夜
明
け
の
雨
が
葉
を
ぬ
ら
し
て
ゐ
る
、

読
む
、
ア
ン
ド
レ
、
ワ
ル
テ
ル
を
、

声�

を�

あ�

げ�

て�

ツ�

ル�

ゲ�

ー�

ネ�

フ�

を�

、

さ
う
し
て
「
白
痴
」
の
鱗
を
お
と
す
。

戸
の
そ
と
に
は
、
息
も
つ
か
ず
に

「
白
痴
」
が
私
の
起
き
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る
。

私
は
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
そ
つ
と
抜
け
だ
し
て

「
初
恋
」
の
灌
木
の
し
げ
み
に
入
る
。

「
白
痴
」
は
い
ら
だ
つ
、
私
を
追
ふ
、
憤
る
、

私
は
疲
れ
る
、
囚
人
の
や
う
に
坐
つ
て
ゐ（

３０
）る。

（
火
野
葦
平
「
詩
人
中
山
省
三
郎
」、
傍
点
引
用
者
）

こ
れ
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
翻
訳
に
疲
れ
た
愚
痴
を
詩
に
し
た
も
の

で
、
発
表
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る

よ
う
に
、
中
山
に
と
っ
て
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作
品
は
、
出
版
社
か
ら
の
依
頼
で

付
き
合
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
個
人
的
に
も
《
声
を
あ
げ
て
》
読
む
よ

う
な
特
別
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
故
郷
で
の

く
ら
し
と
む
す
び
つ
い
た
、
原
体
験
の
記
憶
か
ら
く
る
親
し
み
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
山
省
三
郎
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
へ
の
入
れ
込
み
は
、

郷
土
へ
の
深
い
愛
着
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
お
そ

ら
く
そ
れ
は
、
の
ち
の
長
塚
節
の
遺
稿
整
理
へ
の
取
り
組
み
に
も
通
じ
る
と

推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
と
思
う
。

※
引
用
に
当
っ
て
、
旧
字
体
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

注

（
１
）
小
林
実
「
近
代
日
本
の
プ
ー
シ
キ
ン
受
容
史
素
描
」（『
世
界
文
学
総
合

目
録
』
第
十
巻
、
大
空
社
・
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
十
二
月

所
収
）
を
参
照
。

（
２
）
《
わ
が
国
へ
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
本
格
的
な
移
植
や
紹
介
は
、
ロ
シ
ヤ

文
学
よ
り
も
や
や
後
れ
て
、
上
田
敏
が
象
徴
派
の
新
声
を
伝
へ
た
明
治
二

十
九
年
ご
ろ
が
出
発
点
で
あ
つ
た
。
そ
の
名
訳
詩
集
『
海
潮
音
』
は
、
明

治
三
十
年
代
中
頃
の
仕
事
で
あ
る
。〔
…
〕
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
比
べ
れ
ば
、

ロ
シ
ヤ
の
写
実
文
学
は
い
は
ば
野
性
の
文
学
で
あ
り
、
あ
の
民
族
に
固
有

の
深
刻
な
不
合
理
性
の
あ
ら
は
れ
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
正
確
な
意
味
で
自

然
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
語
弊
を
と
も
な
ふ
。
そ
の
一
種
の
ズ

レ
を
正
す
役
割
を
つ
と
め
た
の
が
、
と
り
も
直
さ
ず
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
移

植
で
あ
つ
た
。
よ
か
れ
あ
し
か
れ
そ
の
影
響
が
あ
つ
て
初
め
て
、
わ
が
文

学
は
一
お
う
近
代
文
学
と
し
て
の
体
制
を
と
と
の
へ
た
と
言
ふ
こ
と
が
で

き
る
。》（
神
西
清
「
露
仏
文
学
と
日
本
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
養
大
学
』
一
九
五

四
年
十
二
月
／
『
神
西
清
全
集
』
第
五
巻
、
文
治
堂
書
店
、
一
九
八
四
年

七
月
、
二
〇
八
頁
）

（
３
）
神
西
清
に
よ
る
プ
ー
シ
キ
ン
受
容
に
つ
い
て
は
、
小
林
実
「
神
西
清
と

プ
ー
シ
キ
ン
―
翻
訳
家
の
散
文
精
神
―
」（『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期

大
学
部
研
究
紀
要
』
第
４５
集
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
を
参
照
。

（
４
）
「
神
西
清
年
譜
」（『
神
西
清
全
集
』
第
六
巻
、
五
三
二
頁
）
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（
５
）
主
任
・
片
上
伸
（
天
弦
）
の
不
祥
事
に
よ
り
、片
上
他
、馬
場
哲
哉
（
外

村
史
郎
）、
原
久
一
郎
（
白
光
）
が
退
職
、
学
生
た
ち
も
反
発
し
て
転
科

し
て
い
っ
た
と
い
う
事
件
。
坪
内
逍
遥
の
日
記
に
、《
片
上
対
牛
島
某
の

同
性
愛
問
題
に
つ
き
て

露
科
一
同
退
職
諌
告
の
事
を
知
る
》（『
逍
遥
日

記

大
正
十
二
年
〜
大
正
十
四
年

延
葛
集

第
二
号
・
第
三
号
』（「
未

完
・
坪
内
逍
遥
資
料
集

三
」）
逍
遥
協
会
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
、
一

二
九
頁
）
と
あ
る
。ま
た
中
山
一
人
が
転
科
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

弟
育
四
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。《
兄
も
こ
の
時
転
科
の
希
望
を

持
っ
た
ら
し
か
っ
た
が
、
父
の
反
対
に
会
っ
た
。「
省
の
奴
、
好
き
で
選

ん
だ
道
で
は
な
い
か
。
今
更
人
が
転
科
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
意
地
が
な

さ
過
ぎ
る
。」
と
も
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
転
科
に
反
対
な
の
だ
と

直
感
し
た
。
子
供
達
の
希
望
に
対
し
て
は
甘
い
方
の
父
で
あ
る
が
、
こ
の

時
は
心
外
と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
の
前
で
こ
ん
な
こ
と
を
も
ら
し

た
の
は
、
将
来
に
対
す
る
い
ま
し
め
の
意
味
を
暗
に
ほ
の
め
か
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。》（「
追
憶
の
記
」『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
四
月
）

（
６
）
『
書
物
』
一
九
三
四
年
五
月

（
７
）
『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
四
月

（
８
）
同
叢
書
の
う
ち
三
好
達
治
著
『
測
量
船
』（
一
九
三
〇
年
十
二
月
）
巻

末
に
掲
載
の
出
版
広
告
を
参
照
。
た
だ
し
、
中
山
の
『
森
林
帯
』
は
刊
行

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
９
）
林
達
夫
・
福
田
清
人
・
布
川
角
左
衛
門
編
著
『
第
一
書
房
長
谷
川
巳
之

吉
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
四
年
九
月
、
三
七
頁

（
１０
）
『
セ
ル
パ
ン
』
一
九
三
三
年
八
月

（
１１
）
前
掲
『
第
一
書
房
長
谷
川
巳
之
吉
』
三
二
四
頁

（
１２
）
昇
曙
夢
訳
『
還
暦
紀
念

六
人
集
と
毒
の
園
』
正
教
時
報
社
、
一
九
三

九
年
九
月
、
五
八
頁

（
１３
）
吉
江
喬
松
「
昇
曙
夢
氏
の
翻
訳
文
学
礼
讃
」（
前
掲
『
還
暦
紀
念

六

人
集
と
毒
の
園
』
所
収
）

（
１４
）
『
書
物
』
一
九
三
四
年
五
月

（
１５
）
火
野
葦
平
「
詩
人
中
山
省
三
郎
」（『
至
文
律
』
一
九
四
八
年
三
月
）
を

参
照
。

（
１６
）
川
端
香
男
里
編
『
ロ
シ
ア
文
学
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年

三
月
、
一
四
四
頁

（
１７
）
中
山
省
三
郎
『
海
珠
鈔
』
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
三
三
四
〜
三

三
五
頁

（
１８
）
前
掲
『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
九
月

（
１９
）
内
村
直
也
「
雪
の
降
る
寒
村
か
ら
…
…
」（
前
掲
『
第
一
書
房
長
谷
川

巳
之
吉
』
所
収
、
一
五
六
頁
）

（
２０
）
『
第
一
書
房
図
書
目
録
』
一
九
三
四
年

（
２１
）
前
掲
『
第
一
書
房
長
谷
川
巳
之
吉
』
一
七
七
〜
一
七
八
頁

（
２２
）
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作
、
中
山
省
三
郎
訳
『
全
訳
散
文
詩
』
第
一
書
房
、
一

九
三
三
年
二
月
、
九
頁

（
２３
）
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
作
、
中
山
省
三
郎
訳
『
猟
人
日
記
』
上
巻
、
第
一
書
房
、

一
九
三
三
年
九
月
、
巻
末
所
収
。

（
２４
）
前
掲
『
第
一
書
房
長
谷
川
巳
之
吉
』
八
五
頁

（
２５
）
前
掲
『
猟
人
日
記
』
上
巻
、
巻
末

（
２６
）
前
掲
『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
九
月

（
２７
）
前
掲
『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
九
月

（
２８
）
前
掲
『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
九
月

（
２９
）
前
掲
『
常
総
文
学
』
一
九
七
一
年
九
月

（
３０
）
前
掲
『
至
文
律
』
一
九
四
八
年
三
月

（
こ
ば
や
し
み
の
る

十
文
字
学
園
女
子
大
学
准
教
授
）
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